
 
 

 
                                                            

    
            

 

 

 

         

 
  

       

 
 

 

  

      

  

       

       
 

   

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

 
                                                            

    
            

 

 

 
 

         

  
   

       

  
  
  
  
  
  
  

       
 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

                     

 

 

 
 



 
 

 
 

 
                                                            

   
               

 
  

 
 

 

         
  
  

  
  

        
 

       
 

   

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                
 



                                                         

      

      

      

      

  



 
 

 
 

 
                                                            

 

          
   

 

 
 

 
 

 

         

 
 

 

       

 
 

  

 
 

 
  

 
 

       
 

   

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 



 
 

 
 

 
                                                            

   
            

 

 
 

 
 

  
 

 
 

         
 

 

 
 

       

  
       
  
    
    
  
     
     
  

       
 

   

 
                      

 

 

  

 

 

 

 

   

    

   

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和６年度「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 

 
                                                            

市町村名（  曽於市  ） 

事  業  名 第19回曽於市子どもフェスタ 実施時期 令和６年11月30日 

趣旨又は目的 

子ども達の健全育成の根底にある「人と人とのふれあい」を通して「人を思いやる心

」、「互いに協力しあう心」を育て、人間関係の絆の強化を目指し、「共に遊び、共

に学ぶ」ことによって、市内の子ども同士の絆を深め、次世代の社会を担う子ども達

を育てる機会とする 

参  加  者 

 
421名(子ども259名・大人235名) 

活 動 概 要 

【午前の部】 

・少年の主張発表(市内小中学生 10 名) ・企画事業(市内小学校 1 団体) 

・青少年研修事業報告(3 団体)              

【午後の部】 

・体験コーナー(12 コーナー)    

活 動 写 真 
 

[説明] 

 
                                            

 

わくわく体験コーナーの様子 

少年の主張大会の様子 



 
 

 
 

 
                                                            

 
                

 

 
 

 
 

 
 

 

         

 
 

 
 

       

  
 
   

 
 
     

 
 
 
       

 
 
 
     

    
 

       
 

   

 
                  
 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和６年度「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 

 
                                                            

市町村名（  大崎町   ） 

事  業  名  星空観察会 実施時期 11月12日～11月15日 

趣旨又は目的 

 
  
 秋の澄みきった夜空を親子，友人と一緒に見上げ，自然の豊かさを感じると 
 ともに，天体望遠鏡で土星，木星，月を観察し，宇宙への理解を深める。 

参  加  者 

 
 11月12日（火）親子2組，大人8名，小学生2名 
 11月13日（水）親子7組，大人11名，小学生16名 
 11月14日（木）天候不良の為中止 
 11月15日（金）雨天の為中止 
                合計 親子9組，大人19名，小学生18名 

活 動 概 要 

 
  
  室内で月，星，宇宙について資料をもとに講義を受けた後，実際に 
 外に出て天体望遠鏡で月，木星，土星の観察を行う。 
  講義では星はなぜ光っているのか，宇宙はいつできたのか，星の 
 色について，星や月までの距離についてなどクイズ形式でわかりやすく， 
 子どもも大人も興味を持って聞くことができていました。 
  天体望遠鏡で月のクレーターや木星のそばに並んでいる小惑星， 
 土星の環を確認すると感嘆する声が聞かれました。 
  また，天体望遠鏡にも興味津々でした。 
  

活 動 写 真 
 

[説明] 

 

 



別紙様式２ 
 

令和６年度「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
                                                            

市町村名（  南大隅町  ） 

事  業  名       大先輩に学ぼう 実施時期 11月5日（火） 

趣旨又は目的 

・高齢者クラブの方々と協働しながら製作を行ったり、昔の暮らしや遊びについて

インタビューを行ったりする活動を通して、故郷「佐多」の良さにふれることで郷土

に誇りをもち、自身の将来に向けて道を切り拓く態度を養う。 

参  加  者       

・児童23名、教職員7名 

・地域高齢者クラブ9名 

・町教育振興課社会教育担当1名 

 

活 動 概 要       

①講師の方々（高齢者クラブ）の紹介 

②壁面作製活動（四季の風景をグループごとに、折り紙や色画用紙でロール紙上に

作製する） 

③昔の南大隅町の様子や大先輩が小学生だった頃について話を聞く。 

④振り返り（インタビューで聞いたことや交流した感想を発表して共有する。） 

 

活 動 写 真       
 

[説明] 

 

①４つのグループに分かれてから自己紹介  ②グループごとに色紙等を貼り付け 

を行う。                 て佐多の四季を壁画にする。 

 

 

 

 

 

 

③完成した「佐多の四季」壁画をつなぎ   ④高齢者クラブの方々に昔の町の様子 

 みんなで鑑賞する。            や人々の暮らしについて話を聴く。 

 

 

 

 

 

 

 

 


